石像寺（釘抜地蔵）
[伝説]

石像寺は釘抜地蔵という愛称でも知られています。本堂が釘抜と長い釘を取り付けた絵馬で覆われているからです。これらのシンボルは、16世紀にある商人が手の痛みが消えるよう石像寺の本尊で生あるすべてのものを救う地蔵菩薩に祈りを捧げに来たことに由来していると考えられています。

伝説によると、その商人が救いを求めるとその前に地蔵が現れ、彼の手に痛みがあるのは前世で彼が嫌った男の手に釘を刺したことがあるからだと言われました。商人が罪を償うために自分の工具を石像寺に寄付すると、痛みが消えました。それから、石像寺には身体の苦痛と精神の苦痛の両方から解放されたいと願う人々が頻繁に訪れるようになりました。

参拝者は、自分の年齢と同じ数の木の棒を持ちながら、本尊の地蔵像が安置された本堂の周りを巡るという儀式を行って祈りを捧げます。東アジアでは伝統的に、生まれた時を1歳として年齢を数えてきました。そのため、37歳の人なら、本堂の正面でもらえる38本の棒を握って、本堂の周りを38回巡ることになります。




